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　（S 地点と A さん），（S 地点と B さん），（A さんと B さ

ん）の 3 種類の距離のグラフを作り，これらを重ねて最短

距離を考えていきます。A さんは 50 m/分，B さんは

100 m/分，2 人の速さの差が 50 m/分なので，まず 3 つのグ

ラフは次のようになります。

グラフを重ねたとき，最短距離は赤線の実線部分にな

り，これを答えとしてかき入れるとよい。

　A さんは 50 m/分，B さんは 150 m/分，2 人の速さの差

が 100 m/分なので，3 つのグラフは図の通りです。

最短距離は下図の太線で，これは選択肢のグラフ 3 にあ

てはまります。交点の数値ですが，アは方眼を読み取る

とよい。イは斜線部分（相似比が 3：2）に注目すると距

離は 300×     ＝120 mで，時間は⑤＝3 分，②＝1.2 分な

ので 6＋1.2＝7.2 分です。
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　       10 で割ったときの余りを考えるので，2 桁以上の

ときは一の位の数だけを見るとよいです。次郎さんが書

き換えた数は A〜E の 5 通りのいずれかなので，次のよ

うに答えも 5 通り考えられます。

98973，25973，28673，28943，28976 の 5 通りです。

    （ア）の 5 通りの 5 桁の数のうち，21673 と 1 桁だけ数

字が異なるのものを選ぶとよいので答えは 28673 です。

よって，Q の数字を次郎さんが書き換えたことになるの

で，太郎さんが書いた 6 桁の数 PQRSTU は 755631 だ

とわかります。

P＋3＋5＋6＝14＋P
→ P＝9 のときに一の位が 3 になる。

9×1＋3×3＋5×7＋6×9
→ 和は一の位が 7 になり U と一致しない。

P Q
3? 5 6 3 1

R S T U

7＋Q＋5＋6＝18＋Q
→ Q＝5 のときに一の位が 3 になる。

7×1＋5×3＋5×7＋6×9
→ 和は一の位が 1 になり U＝1 と一致します。

P Q
7 ? 5 6 3 1

R S T U

7＋3＋R＋6＝16＋R
→ R＝7 のときに一の位が 3 になる。

7×1＋3×3＋7×7＋6×9
→ 和は一の位が 9 になり U と一致しない。
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7＋3＋5＋S＝15＋S
→ S＝8 のときに一の位が 3 になる。

7×1＋3×3＋5×7＋8×9
→ 和は一の位が 3 になり U と一致しない。
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7＋3＋5＋6＝21
→ T＝1 になる。

7×1＋3×3＋5×7＋6×9＝7＋9＋35＋54＝105
                                     → U＝5 になる。

T と U の両方がもとの数と異なるので不適
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A＋8＋9＋7＝24＋A
→ A＝9 のときに一の位が 3 になる。

2＋B＋9＋7＝18＋B
→ B＝5 のときに一の位が 3 になる。

2＋8＋C＋7＝17＋C
→ C＝6 のときに一の位が 3 になる。

2＋8＋9＋D＝19＋D
→ D＝4 のときに一の位が 3 になる。

2＋8＋9＋7＝26
→ 一の位が 6 なので，E＝6 になる。
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よって，45＋27＋15＋18＋10＋18＝133 分間です。　

　2 が 4 つあるときは「22：22」の 1 通り，2 を 1 つも用

いない時間は 2×9×5×9＝810 通りあります。

24 時間は 24×60＝1440 分間なので，2 がちょうど 1 つ

のときは 1440－（1＋19＋133＋810）＝1440－963
              　　                                      ＝477 分間です。

22：□□  … 5×9＝45 通り　2□：2□  … 3×9＝27 通り

2□：□2   … 3×5＝15 通り　□2：2□ … 2×9＝18 通り

□2：□2  … 2×5＝10 通り　□□：22  … 2×9＝18 通り

　3 ヶ所の 2 の位置について，次の 4 つのパターンが考

えられます。□に入る数字を考えていきます。

　22：2□ … 0〜9 の 2 以外が入るので 9 通り

　22：□2  … 0〜5 の 2 以外が入るので 5 通り

　2□：22  … 0，1，3 の 3 通り

　□2：22 … 0 と 1 の 2 通り

よって，答えは 9＋5＋3＋2＝19 分間になります。

　2 ヶ所の 2 の位置について，次の 6 つのパターンがあ

ります。前問の結果も用いて考えていきます。
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通過部分は図 3 の斜線部分になり，図 4 のように変形で

きます。正方形 2 つと，正三角形 4 つ，60 度のおうぎ形

2 つと 120 度のおうぎ形（中心角の和は 240 度）ができ

るので，36×2＋15.59×4＋6×6×3.14×
　　　　　　　＝72＋62.36＋75.36＝209.72 cm2 です。

2
3

輪の通過部分は図 1 の斜線部分になります。図 2 のよう

に変形をさせると，一辺が 6 cm の正方形 2 つと，一辺が

6 cm の正三角形 2 つ，30 度のおうぎ形が 4 つできるの

で，36×2＋15.59×2＋6×6×3.14×     ×4
                          ＝72＋31.18＋37.68＝140.86 cm2 です。
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（2）

立体 JK-PLMS は 54×    ×    ×    ＝12 cm3，

Q を含む立体の体積は 54－12＝42 cm3 になります。

切断した様子は図のようになり，三角すい I-PQR の体積

を考えます。面 BFGC にできる相似な三角形に注目す

ると CI：IQ＝2：1 なので，54×     ×     ＝9 cm3 です。

斜線部分の三角形の面積は

6×6－（3×6÷2×2＋3×3÷2）
＝13.5 cm2 です。この三角形が

底面で高さ 6 cm の三角柱から，

同じ底面積で同じ高さの三角す

いを取りのぞくとよい。

四角すいC-PQRS の体積は

立体 JK-PLMS の体積は図

ウのように切断三角柱とし

て考えます。

答えは      ＝     倍になります。

   6（cm）×6＝ 36  … 長方形BFHD

（2＋3）×3（cm）÷2＝ 7.5  … 台形JLMK

三角形 CPQ ×                               … 四角すいC-PQRS

三角形 CPQ×     ×     ×                   … 立体 JK-PLMS

面 ABCD の各辺の比は図ア，

切り口の台形JLMK は図イの

ようになります。

13.5×6－13.5×6×     ＝13.5×6×     ＝54 cm3 です。
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